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aresult,wesucceededinobservlngthree γ-raytransitionsfrom lABandfourtransitionsfrom 12Ac･Their
energleSandlevelasslgnmentSare
)l^B:Ml(7/2'-A,5/2+): E7- 263.7j=I.0keV,
lAB:Ml(3/2+→ 1/2+): E7- 503.0± 1.1keV,
lL^B:E2(1/2十一 5/2'): E,- 1483.3± 1.0keV,
L2^C:Ml(2)-→ 111): Eγ- 263.7± 1.0keV,
12人C:Ml(12~- 21~): Eγ- 2670.2±4.6keV,
)2^ C:Ml(121→ lil): Eγ- 2839.3±4.8keV,
12^ C:Ml(lt- 11~): Eγ- 6048.4±9.5keV.
WealsoperformedahybridmisslngmassSPeCtrOSCOPymethod,wherethemassspectrum incoincidence
withspecifiedγ-rayeventswasobtained.As aresult,fourγ-ray-gatedmassspectrawereobtainedandthree


































の 7r+ビームを用い,ビームライン磁気スペクトロメータで運動量分析したのち,標的で7F' 12C - 12^ c
K+反応により12^Cハイパー核を生成し,K'の運動量を超伝導磁気スペクトロメータSKSで分析してハ





その結果,3つの 11^B および4つの 12^ Cのγ線を観測してそのエネルギーを精度よく決め,そこから
llAB と12Acのハイパー核構造を決定した｡特に 12人C の6MeVのγ線は,今回の改良された解析で初めて
観測された｡得られた構造からA核子間のスピン依存力の大きさが確定し,A-∑結合力についてもバリ
オン問力の中間子交換理論模型がデータに合うという重要な知見が得られたoまた,各γ線の事象を選ん
で質量スペクトルを見ることで,Aがd軌道に捕まった Ⅰ2^Cの励起状態を初めて観測するとともに,(7F',
K+)反応で初めてのAのスピン反転生成の観測にも成功した｡
この研究結果により, 11人B および12Acの構造が精密に決定され,A粒子の相互作用について重要な知
見を与えた｡また,γ線を選んでそのもととなるハイパー核質量を調べるという手法を確立した｡これら
は,ハイパー核研究にとって非常に重要な成果である｡また本論文は,著者が自立して研究活動を行うに
必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって,細見健二氏提出の博士論文は,悼
士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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